
2018年　第11回　日本語教育シンポジウム

25

発表　①

「初中等日本語教育の現状及び課題」

牧 久美子（モンゴル国立科学技術大学）
中西 令子（モンゲニ統合学校）
D.オユンゲレル（モンゴル教育

コーチングアカデミー）
*発表順
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配布資料の補足

1．発行に至るまで～2012年度以降～

・ 【牧先生】現在は大学生に教えているが、3年前まで初中等教育機関に勤め、『できるモン』作成に

も関わっていた。

・ 2012年度以降3年にわたり、国際交流基金の助成を受けてプロジェクトが実施された。

・ このプロジェクトの根底には「どうやったらモンゴルの従来の日本語教育を改められるのか」という思

いがあり、初年度は協力校２校で始まった。

・ その思いを共有して、プロジェクトが拡大していった。学校の枠を越えて現場教員が協力し、トピッ

ク、Can-do、教材作成を行い、隔週で開いた勉強会で実践報告をし合った。とても大変だったが、

楽しかった。

・ 携わっていた教員達は、作成を続けていく中で、「教える」ということに対する意識改革もできた。教

科書を作る、教材を作ることで「教員間の連携」もできるようになった。それが一番の成果だったと思

う。

2．この2年～モンゲニ学校の場合～

＜どのように使っているか＞

・ 【中西先生】2011年からモンゲニ学校に勤務し、スタンダードプロジェクト開始当時から関わってい

る。

・モンゲ二学校では1年生の4学期から歌や詩などで日本語に触れ始め、2年生から本格的に文字学

習を始める。『できるモン ひらがな』は、文字の読み方が英語のアルファベットで書いてあるが、2年

生ではまだそれも読めないため、教師が読んだり、ペープサートを使ったりして理解させるようにし

ている。

・ 4年生にカタカナを教えるときは、最初に漢字からカタカナができたことを話す。対応する漢字表を

配布し、どの漢字からどのカタカナができたか、ゲームのように生徒に探させる。

・ レベル3（上・下）が10年生でほぼ終わる。

＜ルーブリック（自己評価表）＞

・ 『できるモン』が大切にしている自己評価を自身も重視し、自己評価のためのルーブリックを作成し

た（レベル1～3上）。生徒全員に配布し、基準CができればOKで、それができるようになるために自

分はどうすればいいかを考えさせるようにしている。（作成した日本語版を教育大のバヤルマー先

生とガンチメグ先生にモンゴル語に訳していただき、それを配布。）それを基に、補習授業の際一

人一人と話し合う。

・ ルーブリックは現状一人で作成しているが、『できるモン』を使っている先生方と協力して進めれば、

もっといいものになると思う。

＜課題＞

・ 『できるモン』に漢字が少ないのは皆さんがご指摘の通りなので、今スタンダードに準拠した漢字本

を作っているところ。しかし、これも一人で進めるのには限界を感じている。

・ 保護者と担任からの期待が大きく、保護者の方の望むことと『できるモン』で実施していることのギャ

ップを感じる。

＜見えた一筋の光＞

・ 片桐先生の分析の中に出てきた「自分の家の近くにある子供病院を日本語で言いたい」と言った生

徒はモンゲニの生徒だが、その発言から、教科書からときどきは飛び出すことの大切さを感じた。現
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在は近所のノムトナラン学校の生徒と手紙の交換をしているが、このような交流をもっと広げていき

たい。

3．現状と課題～教育現場の声からの考察～

・ 【D.オユンゲレル先生】昨年度から初中等の学校に勤め、『できるモン』が使われている現場に入る

ことができた。そこで、今回は現場の声を集めるべくアンケート調査を行った。

・ 日本語教育を行っている31校のうち、17校・教員19名から回答を得られた。

＜日本語教科書の普及状況＞

・ 58％が『できるモン』を使用しており、だいぶ普及してきたと言える。

・ 『できるモン』を使用している学校の多くは日本語教師会によるプロジェクト（勉強会・研究会）に参

加してきたメンバーであり、一方、別の教科書を使用しているのはそれらに参加しなかったメンバー

であることが明確になった。

＜勉強会について＞

・ 勉強会に参加しているか、参加しない理由は何か、等の質問をした。

・ 参加しない理由…時間がかかりすぎる、地理的に無理（地方の教員）、勤務時間中に行われるため

仕事を抜けられない、参加しても自身の評価に直結しない、等。

＜『できるモン』使用後＞

・ 学習者には、聞く力や自己表現力が高まるなどの効果があった。

・ 漢字や読解が弱い、JLPTにうまく対応できない等の教科書の欠点に対し、他の教科書や教材を組

み合わせるなど教員が工夫していくことにより、教員自身も変わってきた。特に、ただ出来上がった

教科書をもらうのではなく、教科書作成に自ら携わりスタンダードの勉強を続けてきた教員はそれが

できている。

＜教員間の連携＞

・ 「担当はどの学年か、カリキュラムはだれが作るか」、「他の教員の授業参観は行うか」等の質問をし

た。

・ 「一学年を一人で担当し、その他の学年のことはわからない」という回答が目についた。自分が担当

する一学年で何ができるようになるかは把握していても、タテの連携ができていないようだ。

・ 回答者の7割近くが、「カリキュラムは一人の教員で作る」と答えた。他の教員と話し合うことはなく、

経験が長い教員が作り、他はそれに従うのが一般的になっている。

・ 他の教員や他の学校の授業参観はほとんど行われていない。勉強会で模擬授業を行ったりする機

会があれば行うが、自分からすすんで他の授業を参観することはないとわかった。

・ 教師会の勉強会については、教科書作成時は積極的に参加し刺激も受けていたが、最近は参加

できていないという回答が得られた。

＜まとめ＞

・ 教員によって理解度に差はあるが、スタンダードに関する理解は進んできている。

・ 教員一人一人が抱える問題や悩みを共有し、解決する場が必要である。そのために、嶋田先生の

お話にあったZoom会議は使えるのではないか。

・ モンゴルも日本のように、公的機関との連携も大切だろう。教育局等も交えた対策をとる必要があ

る。


